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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第１期
第２四半期
連結累計期間

第２期
第２四半期
連結累計期間

第１期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 20,399 20,103 43,575

経常利益 (百万円) 2,525 2,117 4,543

四半期(当期)純利益 (百万円) 3,274 1,311 4,573

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 3,270 1,284 4,565

純資産額 (百万円) 40,163 41,885 41,101

総資産額 (百万円) 64,320 65,142 65,983

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 229.55 91.95 320.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 62.4 64.3 62.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,207 2,265 4,266

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,275 △893 △13,950

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △829 △1,189 △1,998

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 24,633 13,032 12,849

　

回次
第１期
第２四半期
連結会計期間

第２期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 46.35 42.30

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済環境は、震災復興需要や企業設備投資の復調等によ

り景気の底堅さが見られるものの、欧州の財政金融危機や新興国の景気減速等による世界景気の下振れ

懸念、更には電力料金の値上げ・消費税増税をめぐる動向等、依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。

当社グループが事業を展開しております遊技業界においては、パチスロ人気は引き続き好調に推移し

ておりますが、低玉貸し営業の普及による売上高の低迷や、４円パチンコの遊技人口の減少傾向により、

パチンコホールの経営環境は依然として厳しい状況が続いております。

このような状況の中、堅調な人気に下支えされたパチスロ機の入替投資をはじめ、更なる省力化・店内

環境の改善・遊技ファンの利便性向上に向けた「各台計数システム」の導入等、収益力・集客力の向上

に貢献し得る商品・サービスへの積極的な投資が続き、競合各社による競争は更に熾烈なものになって

おります。

当社グループは、全力をあげて販売活動を行った結果、日本ゲームカード株式会社の主力商品であり、

市場から高い評価を受けております「Ｂ∞ＬＥＸ（ビーレックス）」、特にパチンコ向けカードユニッ

トの各台計数タイプやパチスロ向けメダル貸機の販売が引き続き堅調に推移し、機器売上高、カード収入

高が当初計画を上回りました。また、当初計画していた開発投資の一部が第３四半期以降にずれ込んだこ

とから、当第２四半期連結累計期間の研究開発費が当初計画を下回ったことにより、利益面では当初計画

を大きく上回ることになりました。

以上により、当第２四半期連結累計期間における売上高は20,103百万円（前年同四半期比1.4％減）、

営業利益は2,115百万円（同15.8％減）、経常利益は2,117百万円（同16.2％減）、四半期純利益は1,311

百万円（同59.9％減）となりました。

なお、前第２四半期連結累計期間の四半期純利益には、当社設立による経営統合に伴う負ののれん発生

益1,855百万円（特別利益）が含まれております。

　
販売品目別の業績概況は、次のとおりであります。

機器売上高は、11,340百万円（前年同四半期比2.9％減）となりました。

カード収入高は、2,829百万円（同5.3％増）となりました。

システム使用料収入は、5,709百万円（同1.6％減）となりました。

その他の収入は、224百万円（同3.0％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

当第２四半期連結会計期間末の総資産は65,142百万円となり、前連結会計年度末と比較し840百万円減

少いたしました。

これは主に、現金及び預金が182百万円、有価証券が498百万円、商品及び製品が556百万円増加した一方

で、受取手形及び売掛金が1,277百万円、無形固定資産が683百万円減少したことによるものであります。

(負債)

負債合計は23,256百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,625百万円減少いたしました。

これは主に、支払手形及び買掛金が702百万円、カード未精算勘定が296百万円、流動負債のその他（主

に未払金）が550百万円、リース債務が230百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

純資産合計は41,885百万円となり、前連結会計年度末と比較し784百万円増加いたしました。

主な増加要因は、利益剰余金812百万円の増加によるものであります。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて182百万円増

加し、13,032百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは2,265百万円の増加（前年同四半期連結累計期間比57百万

円の増加）となりました。主な増加要因は税金等調整前四半期純利益2,112百万円、売上債権の減少

額1,580百万円及び減価償却費1,124百万円であります。一方、主な減少要因は法人税等の支払額791

百万円、仕入債務の減少額704百万円、たな卸資産の増加額694百万円及び未払金の減少額563百万円

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは893百万円の減少（前年同四半期連結累計期間比382百万円

の増加）となりました。主な減少要因は有価証券の取得による支出11,997百万円、無形固定資産の取

得による支出159百万円及び発行保証金信託の取得による支出136百万円であります。一方、主な増加

要因は有価証券の償還による収入11,500百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは1,189百万円の減少（前年同四半期連結累計期間比359百万

円の減少）となりました。主な減少要因はファイナンス・リース債務の返済による支出689百万円及

び配当金の支払額499百万円であります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,083百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,263,000 14,263,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は100株
であります。

計 14,263,000 14,263,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年９月30日 ― 14,263,000 ― 5,500 ― 2,000
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社ＳＡＮＫＹＯ 東京都渋谷区渋谷３－29－14 2,131 14.94

株式会社データ・アート 東京都渋谷区東１－32－12 632 4.43

奥村遊機株式会社 愛知県名古屋市昭和区鶴舞２－２－18 463 3.24

京楽産業．株式会社 愛知県名古屋市中区錦３－24－４ 463 3.24

サミー株式会社 東京都豊島区東池袋３－１－１ 463 3.24

株式会社サンセイアールアンド
ディ

愛知県名古屋市中区丸の内２－11－13 463 3.24

株式会社三洋物産 愛知県名古屋市千種区今池３－９－21 463 3.24

株式会社ソフィア 群馬県桐生市境野町７－201 463 3.24

株式会社大一商会 愛知県北名古屋市沖村西ノ川１ 463 3.24

株式会社大都技研 東京都台東区東上野１－１－14 463 3.24

株式会社高尾 愛知県名古屋市中川区太平通１－３ 463 3.24

株式会社竹屋 愛知県春日井市美濃町２－98 463 3.24

豊丸産業株式会社 愛知県名古屋市中村区長戸井町３－12 463 3.24

株式会社ニューギン 愛知県名古屋市中村区烏森町３－56 463 3.24

株式会社藤商事 大阪府大阪市中央区内本町１－１－４ 463 3.24

株式会社平和 東京都台東区東上野２－22－９ 463 3.24

マルホン工業株式会社 愛知県春日井市桃山町１－127 463 3.24

計 ― 9,708 68.07
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ─

議決権制限株式(その他) ― ― ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,262,000
142,620 ─

単元未満株式
普通株式

900
― ─

発行済株式総数 14,263,000― ―

総株主の議決権 ― 142,620 ―

(注) １．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数３個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、自己株式が21株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ゲームカード・ジョイコ
ホールディングス

東京都千代田区一番町
16番地

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
　

　

　

　

　

　

EDINET提出書類

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス(E25169)

四半期報告書

 8/21



第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス(E25169)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,849 13,032

受取手形及び売掛金 ※2
 5,850

※2
 4,573

営業未収入金 1,613 1,329

リース投資資産 7,421 7,717

有価証券 11,999 12,498

発行保証金信託 5,003 5,141

商品及び製品 4,532 5,088

原材料及び貯蔵品 730 899

その他 1,075 957

貸倒引当金 △21 △18

流動資産合計 51,055 51,220

固定資産

有形固定資産 2,369 2,131

無形固定資産

のれん 2,038 1,842

その他 2,598 2,110

無形固定資産合計 4,636 3,952

投資その他の資産

その他 8,297 8,201

貸倒引当金 △375 △363

投資その他の資産合計 7,921 7,837

固定資産合計 14,928 13,922

資産合計 65,983 65,142

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,423 3,720

営業未払金 45 43

未払法人税等 703 826

引当金 342 394

カード未精算勘定 3,308 3,011

その他 5,081 4,530

流動負債合計 13,905 12,527

固定負債

引当金 385 408

リース債務 7,166 6,935

その他 3,425 3,384

固定負債合計 10,977 10,728

負債合計 24,882 23,256
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 5,122 5,122

利益剰余金 30,427 31,240

自己株式 △0 △0

株主資本合計 41,050 41,862

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 50 23

その他の包括利益累計額合計 50 23

純資産合計 41,101 41,885

負債純資産合計 65,983 65,142
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 20,399 20,103

売上原価 14,014 13,724

売上総利益 6,384 6,379

販売費及び一般管理費 ※
 3,871

※
 4,264

営業利益 2,512 2,115

営業外収益

受取利息 21 27

受取配当金 7 7

貸倒引当金戻入額 32 18

その他 53 32

営業外収益合計 114 85

営業外費用

支払利息 58 49

支払保証料 26 24

その他 16 9

営業外費用合計 101 83

経常利益 2,525 2,117

特別利益

負ののれん発生益 1,855 －

災害損失引当金戻入額 103 －

特別利益合計 1,958 －

特別損失

災害による損失 36 －

会員権評価損 － 4

その他 9 －

特別損失合計 45 4

税金等調整前四半期純利益 4,439 2,112

法人税等 1,165 801

少数株主損益調整前四半期純利益 3,274 1,311

四半期純利益 3,274 1,311
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,274 1,311

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3 △27

その他の包括利益合計 △3 △27

四半期包括利益 3,270 1,284

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,270 1,284
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,439 2,112

減価償却費 1,101 1,124

のれん償却額 195 195

長期前払費用償却額 66 64

差入保証金償却額 1 1

固定資産除却損 21 6

災害損失 36 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 △14

製品取替引当金の増減額（△は減少） △48 △28

災害損失引当金の増減額（△は減少） △114 －

その他の引当金の増減額（△は減少） 11 103

受取利息及び受取配当金 △29 △34

支払利息 85 74

負ののれん発生益 △1,855 －

売上債権の増減額（△は増加） △814 1,580

たな卸資産の増減額（△は増加） 530 △694

仕入債務の増減額（△は減少） 389 △704

カード未精算勘定の増減額（△は減少） △170 △296

未収入金の増減額（△は増加） 16 52

未払金の増減額（△は減少） △333 △563

長期預り金の増減額（△は減少） △69 △41

預り金の増減額（△は減少） △16 3

その他 156 △28

小計 3,600 2,915

利息及び配当金の受取額 14 18

利息の支払額 △85 △75

保険金の受取額 1 －

法人税等の支払額 △1,322 △791

法人税等の還付額 － 198

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,207 2,265

EDINET提出書類

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス(E25169)

四半期報告書

14/21



(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △997 △11,997

有価証券の償還による収入 1,000 11,500

供託金の預入による支出 △1,000 －

発行保証金信託の取得による支出 － △136

有形固定資産の取得による支出 △122 △85

無形固定資産の取得による支出 △177 △159

投資有価証券の取得による支出 △999 －

投資有価証券の償還による収入 1,050 －

差入保証金の差入による支出 △28 △15

長期前払費用の取得による支出 △2 △3

その他 2 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,275 △893

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △231 △499

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △598 △689

財務活動によるキャッシュ・フロー △829 △1,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 102 182

現金及び現金同等物の期首残高 24,531 12,849

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 24,633

※
 13,032
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【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益はそれぞれ1百万円増加しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

税金費用の計算 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１．加盟店のリース契約に伴う債務に対して次のとおり引取保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

加盟店507店舗 6,253百万円 加盟店515店舗 6,067百万円

　

※２．四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 26百万円 13百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

賞与引当金繰入額 184百万円 192百万円

役員退職慰労引当金繰入額 12  〃 4  〃

退職給付費用 17  〃 21  〃

貸倒引当金繰入額 52  〃 54  〃

製品取替引当金繰入額 7  〃 26  〃

ポイント引当金繰入額 15  〃 36  〃

研究開発費 572  〃 1,083  〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 15,633百万円 13,032百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限
の到来する短期投資(有価証券)

9,000  〃 ─  〃

現金及び現金同等物 24,633百万円 13,032百万円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

当社は平成23年４月１日に株式移転により設立された共同持株会社であるため、配当金の支払額は下

記の完全子会社の定時株主総会において決議された金額であります。

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日
定時株主総会

日本ゲーム
カード㈱
普通株式

285 2,500平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

平成23年６月23日
定時株主総会

㈱ジョイコ
システムズ
普通株式

45 800平成23年３月31日 平成23年６月24日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は平成23年４月１日に日本ゲームカード株式会社と株式会社ジョイコシステムズが経営統合し両

社を完全子会社とする共同持株会社として設立されました。この結果、当第２四半期連結会計期間末にお

いて資本金は5,500百万円、資本剰余金は5,122百万円、利益剰余金は29,485百万円、自己株式は△0百万円

となっております。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 499 35平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 427 30平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)及び当第２四半期連結累計

期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

当社グループの報告セグメントは、パチンコプリペイドカードシステム関連事業の単一セグメント

であるため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 229円55銭 91円95銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(百万円) 3,274 1,311

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 3,274 1,311

普通株式の期中平均株式数(株) 14,262,954 14,262,886

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第２期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当について、平成24年11月２日開催の取締

役会において、平成24年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決

議いたしました。

①  配当金の総額                                  427百万円

②  １株当たりの金額                               30円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス(E25169)

四半期報告書

20/21



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月８日

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    布 施 木    孝    叔    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    入    江    秀    雄    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ゲームカード・ジョイコホールディングスの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年
度の第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ゲームカード・ジョイコホールディ
ングス及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計
期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な
点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社ゲームカード・ジョイコホールディングス(E25169)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

